
使用料体系の検討

開始年度 終了年度 算定年数

2027 2030 4年間

（１）使用料対象経費の内訳 （単位：千円）

需要家費 固定費 変動費

資本費 2,382,461 446,123 1,936,338 0 1,936,338 0

減価償却費 2,143,440 446,123 1,697,317 1,697,317

支払利息 239,021 239,021 239,021

維持管理費 1,480,370 1,480,370 201,400 1,223,766 55,204

職員給与費 95,916 95,916 95,916

動力費 36,144 36,144 36,144

修繕費 38,120 38,120 19,060 19,060

材料費 236 236 236

薬品費 0 0 0

委託料 85,894 85,894 85,894

流域下水道管理運営費負担金 971,576 971,576 971,576

その他 252,484 252,484 201,400 51,084

合計 3,862,831 446,123 3,416,708 201,400 3,160,104 55,204

795,177 795,177

2,621,532 201,400 2,364,928 55,204

（２）使用料対象経費の配賦

〇現行使用料体系における配賦状況

基本使用料分 従量使用料分

使用料構成割合 40.2% 59.8%

原価の構成 1,053,386千円 1,568,146千円

均一単価 1,322円/件 119円/㎥

〇任意で固定費の配賦割合を設定する場合

基本使用料分 従量使用料分

固定費配賦割合 30.0% 70.0%

需要家費 固定費 変動費

201,400千円 2,364,928千円 55,204千円

基本使用料分 従量使用料分

709,478千円 1,655,449千円

基本使用料分 従量使用料分

使用料構成割合 34.7% 65.3%

原価の構成 910,878千円 1,710,653千円

均一単価 1,144円/件 129円/㎥

・使用料体系の検討の参考として、経費の固変分解を行い、現行使用料体系における基本使用料・従量使用料の比率や、固定費を任意の比率で配

賦した場合の基本使用料及び従量使用料を試算します。

使用料算定期間

その他を控除する前の使用料対象経費

その他の控除

経費
長期前

受金戻入

控除後の使用料対象経費

基本使用料 従量使用料

910,878千円 1,710,653千円

34.7% 65.3%

均一基本使用料単価 均一従量使用料単価

1,144円/件 129円/㎥
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